
職務評価（要素別点数法）の概要
① 職務(役割)評価表を作成
② 職務(役割)評価表に基づき、職務(役割)ポイントを算出
③ 算出した職務(役割)ポイントと時間賃率（時給等）を図示して、均等・均衡が図れているか現状を把握
④ 職務評価結果を踏まえて、均等・均衡が図られるよう、賃金テーブルを改定

職務の大きさ（職務内容・責任の程度）を相対的に比較し、その職務に従事する労働者の待遇が職務の

大きさに応じたものとなっているかの現状を把握することをいいます。なお、職務評価は、個々の労働者

の仕事ヘの取り組み方や能力を評価（人事評価・能力評価）するものとは異なります。

｢職務評価を用いた基本給の点検・検討マニュアル｣
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/
part_haken/pamphlet/dl/guide1903.pdf
｢職務分析・職務評価実施マニュアル｣
http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/parttime/dl/zentai.pdf

（職務評価加算の詳しいご案内はこちら）

「職務評価」を使って処遇改善を行うと助成金がさらにアップします」

※厚生労働省ホームページをご参照ください。

☆職務評価とは☆
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＜①職務（役割）評価表＞

＜④賃金テーブルの例＞

ウェイト = 評価項目の重要度、 重要な評価項目で
あればウェイトを大きく設定することが可能

スケール =  評価項目ごとにポイントをつける際の尺度
ポイント =  ウェイト × スケール
ポイント総計 =  職務(役割）ポイント＝職務の大きさ

＜③均等・均衡待遇の状況把握＞

格付け

６級

５級

４級

３級

２級

１級

１，１００円

１，０００円

ポイント３２点以上

ポイント２８～３１点

ポイント２４～２７点

ポイント２０～２３点

ポイント１５点以下

ポイント１６～１９点

職務評価
（職務（役割）ポイント）

改正後の賃金額
（時給）

１，５００円

１，４００円

１，３００円

１，２００円

＜②職務（役割）評価結果（一覧）＞


